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【使用目的・効能又は効果】

本品は血液ガス分析のための動脈血採血用に使用します。

本品は、滅菌済であり、直ちに使用でき、１回限りの使用で捨て

ます。

【操作方法又は使用方法等】


１．使用方法

（１）動脈血採血器（ルアースリップ型）

①採血部を消毒します。

②押し子を必要採血量の　　　　③動脈に穿刺します。

　位置にセットしてください。

④動脈圧で筒内に血液が満たされたら針を抜いてください。

⑤シリンジを手に持って手首を20～30秒間、前後に回転さ

せ、血液とヘパリンをよく混和します。採取後は検体は

30分以内に測定してください。分析検体中に他の測定検

体を含んでいる場合は時間調製が必要な場合があります。

（２）動脈ライン採血器（ルアーロック型）

①押し子をいっぱいに押し　②回路（三方活栓）に接続し、　

　下げます。　　　　　　　　　ゆっくり血液を吸引します。

　　　　　　　　　　　　　　　　

　

③必要量を採取したら回路より取り外してください。

④シリンジを手に持って手首を20～30秒間、前後に回転さ

せ、血液とヘパリンをよく混和します。採取後は検体は

30分以内に測定してください。分析検体中に他の測定検

体を含んでいる場合は時間調製が必要な場合があります。

２．付属品の用途

（１）フィルターキャップ

１）使用目的

採血後、外筒の筒先に装着し、プランジャーを押して筒

内の気泡を除去するために使用します。また、気泡を除

去後フィルターキャップは検体を分析器まで運ぶ際に保

護キャップとして利用できます。

２）使用方法

①図１のように、フィルターキャップを外筒にしっかり

押し込みます。

②外筒の端を上方へ向けて持ち、シリンジを軽くたたい

て気泡を先端に移動させます。

③検体から空気を追い出すようにプランジャーをゆっく

り押して気泡を除去します。

【禁忌・禁止】


再使用禁止。

注射には使用しないでください。
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【形状・構造及び原理等】

本品は血液ガス分析用に動脈血を採取するための検査用採血器具

です。

本品は外筒、押し子（プランジャー）、及び採血針からなりま

す。

本品の外筒はルアースリップ型とルアーロック型の２種類があり

ます。

本品の最大容量は１ｍLと３ｍＬの２種類があります。

本品の採血針は２２Ｇ、２３Ｇと２５Ｇの３種類があります。

本品には抗血液凝固剤としてヘパリンリチウムが添加されていま

す。

採血針の原材料はステンレス鋼です。

本品の組み合わせは以下のとおりです。

（動脈血採血器：ルアースリップ型）

（動脈血採血器：ルアーロック型）

（動脈ライン採血器：ルアーロック型）

＊＊
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④フィルターが検体で濡れたらプランジャーの押し込

みを止めます（図２）。圧力が高すぎるとフィルタ

ーキャップがシリンジから外れることがあります。

⑤フィルターキャップを付けたまま、ラベルを付け血

液ガス測定装置のある検査室に運びます。

　　３）使用上の注意

・フィルターキャップが外れて血液が飛散する場合が

あるので、プランジャーはゆっくり押してくださ

い。

・シリンジに針が付いている場合は、適切に廃棄して

ください。

・フィルターキャップの追加デッドスペースは0.10mL

です。

（２）ニードル保護具（付属品に含まれる場合）

　　１）使用方法

①ニードル保護シースに針の斜面が当たらないよう

に、ニードルシースを適切な位置まで回転させま

す。

②ニードル保護具にニードルを真っすぐ押し込み、わ

ずかにねじってしっかり固定します。

③ニードルから離すようにシースを真っすぐ引っ張り

ます。ニードルが緩むことがあるので、シースをね

じらないでください。

④採血が終了したら、片手で平坦な面にシースをそっ

と押し付け（図１）シース内にニードルをしっかり

収めてください（図２）。

⑤シース内にニードルが取り込まれたことを確認して

ください（図２）。

⑥医療上特に必要でない限り、ニードルを取り込んだ

ニードル保護具をシリンジから取り外さないでくだ

さい。ルアーハブを親指と人差し指で握って取り外

します。この時、他の指は針先を入れた保護具の端

から離すようにしてください（図３）。針にご注意

ください。

⑦使用後のニードル保護具は直ちに鋭利物医療廃棄容

器に破棄してください。　

　　２）使用上の注意

・術者が針先の角度を任意の位置に設定する際は、ニ

ードル保護具をニードルキャップから側方に離すよ

うにして、ニードルキャップを回しニードル先端の

角度を決めてください。

・ニードルキャップを外す際は、真っすぐ手前に引く

ようにして外してください。その際、キャップを絶

対にひねらないください。ニードルが外れることが

あります。

・ニードル保護具を取り外そうとすると、汚染針によ

る針刺し事故の原因となることがあります。

・曲がったり、損傷したニードルの使用は患者組織へ

の傷害や穿刺事故の原因となります。ニードルが曲

がったり損傷している場合、ニードルをまっすぐに

しようとしたり、ニードル保護具に取り付けようと

しないでください。このようなニードルは、ニード

ル保護具を突き抜けて汚染針による針刺し事故の原

因となることがあります。

・ニードル保護具の取り扱いを誤ると、特に短いニー

ドルやサイズの小さいニードルが曲がることがあり

ます。

・ニードル保護具の平均追加デッドスペースは

0.075mLです。

注：ニードル保護具が付いていない採血器の場合、ル

アースリップ部に対してニードルキャップを僅か

にひねるようにしてしっかり押し込んでくださ

い。

３．ニードルストッパー

使用後に針先が露出しないように針先に直接刺して廃棄しま

す。

【使用上の注意】

・体外診断用にのみ使用してください。

・注射には使用しないでください。

・針が曲がっていないか、針先や針の取り付け具合に異常はな

いか確認してください。使用前にプランジャーの位置を確認

してください。

・プランジャー内には特殊空気フィルターが入っており、空気

は通過するが血液は通過しない密封構造になっています。し

かし、強くプランジャーを押すと希に血液が少量プランジャ

ー周囲に浸み出してくることがあります。これは、異常では

なく、測定データにも影響を与えません。

・汚染された針による針刺し事故には感染の危険性がありま

す。

・使用後は医療廃棄物として、定められた規則に従い適正処理

してください。

・１回限りの使い捨てです。

・このパックの内部は全て滅菌済みの為、使用前にパックを開

けたり破損させたりしないでください。

・開封前に包装を確認し、破れ、ピンホール等の異常が認めら

れた際は使用しないでください。

・気泡除去を行なう場合は、必ずシリンジ外筒部分を持って実

施ください。シリンジ先端部分は持たないようにご注意くだ

さい。

・試料（検体）はHIV、HBV、HCV等の感染の恐れがあるもの

ですので、検査実施に当たっては、感染の危険を避けるため

に、適切な個人防護具（PPE：白衣、手袋、ゴーグル等）を

着用ください。

図２

図2

図１
シース

図１

図３
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・下記の場合エラーとなる可能性があります。

・異常体温の際、測定値調整がなされていない場合

・検体が静脈血、もしくは検体に静脈血が混合している場合

・気泡は出来るだけ早く取り除いてください。気泡が入った

検体は測定しないでください。

・患者の異常体温を補正していない場合

・患者が酸素吸入療法を受けている場合

・ヘパリンとの混和が不十分な場合

・採血中患者が過呼吸であった場合

・検体が直ちに測定されなかった場合

・以下の患者には慎重にご使用ください。

・抗凝固療法中の患者

・高度の末梢動脈硬化症がある患者

・凝固障害の既往がある患者

・穿刺により動脈痙攣を起こしたことのある患者

【貯蔵・保管方法及び使用期間等】

貯蔵・保管方法：
直射日光を避け、室温で保存してください。

有効期間（耐用期限）：滅菌包装紙表面を参照してください。

【包装】

25本入り紙箱

製品番号

05903988（04155422-25）

06812943（00950953-25）

00432189（01175589-25）

05168986（08918285-25）

08458462（07367307-25）

04913947（04500537-25）

03487251（08685019-25）

00543967（07368494-25）

02075294（07368133-25）

06380806（06194484-25）

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称及び住所等】

シーメンスヘルスケア・ダイアグノスティクス株式会社

東京都品川区東五反田3-20-14

電話：03-5423-8811(代）

製造業者：スミス
メディカル
エイエスディーインク

　　　　　Smith
Medical
ASD,
Inc

　　　　　(アメリカ)
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